平成27年度　第3回産業医部会幹事会　議事録
日時：平成28年1月30日（土）14:00～17:00
会場：公衆衛生協会ビル　１階　会議室
出席：斉藤政彦、宮本俊明、原俊之、菅原保、色川俊也、福本正勝、谷山佳津子

加藤憲忠、服部真、中平浩人、石川浩二、寺澤哲郎、中西一郎、森口次郎、
山本真二、杉原由紀、小田原努、彌冨美奈子（以上幹事18名）、深澤　健二 (監事)
欠席：西條泰明、伊藤正人、宇土博、斉藤恵、垣内紀亮（以上幹事5名）
審議事項

1 平成28年度の活動計画と予算について　　　　　　　　　　　　　　　   
・色川幹事より平成28年度活動計画に関する説明の後、意見交換を行い当日資料の内容を一部修正することとした。
・加藤幹事より、資料に基づいて平成28年度収支予算案の説明がなされた。

2 ストレスチェックを活用した職場環境改善について　
・服部幹事より北陸地方会で実施した、実地形式での研究会の開催状況が報告された。産業医部会として、ストレスチェックを活かした職場環境改善を推進する立場をとっていくことが確認され、具体的活動内容に関して議論がなされた。　　　　　　　　　　
3 プロフェショナルコースの参加者募集について
・斉藤部会長より、プロフェッショナルコースの募集締め切り後に内容や応募方法を掲載した部会報が発行されるため、一部の部会員から苦情が出たことが報告され、改善策として、部会報発刊時期を4、8、12月へ移行することになった。

4 専門医制度について（委員会との関係について）　　　
・これまでは担当幹事となっている彌冨委員がオブザーバーの立場で委員会に出席していたが、今後は専門医制度委員会委員の中から1名を指名し、情報交換を進めていくこととなった。

5 第90回学術総会（東京）における医部会フォーラムについて　　　　　　　　　 
・福本幹事を中心に会場の確保など準備を進めていくことが確認された。

6 ホームページの活用について
・各地方会の開催予定などの情報を適宜更新していくこと、部会報の記事の中で特記すべき内容は、HPにも掲載することとした。これまで医部会の意見や重要項目の解説は、別立てで収録しておくこととした。　　　　　　　　　　　　　
7 部会員へのアンケート調査と名簿使用について

・一定の基準を満たし公益性の高い研究・調査等については、学会で定められた手続きを経たうえで協力することを基本方針とした。
8 地方会活動の活性化について　
・斉藤部会長より平成27年度から地方会医部会への助成金が増額されているので、地方会医部会活動の活性化に有効に活用して欲しい旨が伝えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
9 次回幹事会日程について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
第89回日本産業衛生学会総会に併せて、平成28年5月25日（水）14:30～17:30に開催予定である。

10 その他
学会員を講師として研修会・講演会などを開催した際の謝礼は粗品程度にすることを徹底して欲しい旨が伝えられた。
報告事項
1 前回幹事会の議事録の確認をおこなった。
2 第25回産業医・産業看護全国協議会の開催報告　
・山本幹事より資料に基づいて開催概要並びに収支決算の報告がなされた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 第26回日本産業衛生学会全国協議会の準備状況について　
・中西幹事より資料に基づいて開催概要と進捗状況が報告された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4 第27回全国協議会の準備状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・杉原幹事より、平成29年11月23日（木）～11月25日（土）高知県民文化ホールにて　開催の予定であることが報告された。

5 第89回学術総会（福島）における医部会フォーラムについて

・色川幹事より、資料に基づいて、平成28年5月27日14:30～17:00に開催されるフォーラムの概要が報告された。
6 部会細則の改定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・斉藤部会長より、資料に基づき全国協議会名称変更に関わる部分と医部会の英語名
称の変更を検討中であることが報告された。
7 編集委員会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・谷山幹事より、資料に基づいて、製本の刷新、発刊時期の変更、各地方会の部会報担当者、新しいコンテンツ等に関する報告がなされた。
8 各種委員会報告（専門医制度委員会、生涯教育委員会、政策法制度委員会、その他）
・専門医制度委員会：彌冨幹事より平成27年9月11日に、「社会医学系の専門医制度に向けての協議会」が正式に結成されたことが報告された。
・生涯教育委員会：宮本副部会長より、8GPSが投稿されていること、若手研究者の会の支援を今後も継続の方針であることが報告された。
・政策法制度委員会：斉藤部会長より、福島市の第89回日本産業衛生学会において委員会主催のフォーラムを開催予定であることが報告された。
9 プロフェショナルコースについて
・加藤幹事より、平成28年2月13日～14日横浜市で開催予定のコースに57名の参加申し込みがあったことが概要と併せて報告された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
10 ポスター賞について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・菅原幹事より、来年度の採点基準改正を担当幹事間で協議中であることが報告された。
11 産業医のあり方検討委員会について
・幹事間で情報交換がなされた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
12 理事会報告　　　　　　　　
・斉藤部会長より、研究会の在り方について検討中であること、宮本副部会長より学会誌編集委員会にて英文誌の投稿方法が改正される見込みであることが報告された。
13 四部会長会議報告　
・斉藤部会長より、資料に基づき平成28年1月９日開催の四部会長会議の概要の報告があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
14 他団体との関係について
・福本幹事より、医師会との情報交換等のなかで、産業医が足りないという意見が出ていることなどが報告された。
15 各地方会活動報告
・福本幹事より関東地方会でストレスチェックセミナーを開催予定であること、関東地方会が主体となって開催する第28回産業衛生学会全国協議会は看護部会主体に企画・運営を進める方針であることが報告された。
16 その他
・斉藤部会長よりマイナンバーに関する学会のルールについて説明があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
